
重点政策Ⅵ ＳＤＧｓの推進！県民ひとりひとりが輝ける多様性のある富山へ！

具体策：１ 一流のスポーツや文化、芸術を育む環境づくり

ロードマップ

取組内容

① 県内の学校のスポーツ・文化教育等をサポートする「スポーツ・アート・キャリア教育応援企業」登録制度

および表彰制度を創設

課 題

2021（Ｒ３） 2022（Ｒ４） 2023（Ｒ５） 2024（Ｒ６） 取組主体

県、県教委
市町村、市町村教委
県体協、各競技団体
県内企業、県内大学
県内プロチーム
県内アーティスト

等

現 状

施策番号 Ⅵ－１－① 【保健体育課 生涯学習・文化財室】
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◎ R３年度の取組

 学校におけるスポーツ・芸術文化活動への支援を充実させるために、部活動応援企業登録・表彰制度を創設し、顕著な功績の
あった企業を表彰する。

 教育現場の指導者不足と教員の働き方改革を併せて進めるために、地域部活動のあり方検討委員会、エキスパート活用推進
委員会等を統廃合し、包括的な課題解決に向けて協議することで、地域ぐるみの部活動支援環境の構築に繋げる。

地域部活動の在り方検討委員会

段階的な地域部活動の移行実践研究

支援環境の構築検討 支援環境の運用

地域部活動実施段階的な地域部活動移行の推進 実践地域の増加

地域部活動に係る調査

応援企業の募集・登録

登録応援企業の増加 企業及び団体の表彰

（国指針）段階的な地域部活動への移行

TOYAMA型地域連携
部活動推進事業

（旧 地域部活動推進事業）

支援環境の整備

応援企業登録制度

〇 地域部活動のあり方検討委員会により、支援方法や支援環境について協議（3回：5月、10月、2月）

〇 富山大学への委託研究により、地域部活動に係る実態調査の実施（11月調査実施、2月最終報告）

〇 応援企業登録・表彰制度の検討と創設により、地域ぐるみでの支援環境の整備を検討

制度の検討・創設

【地域部活動推進事業 830万円】
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◎ 現状と課題（R3.2月現在）

 県では、トップアスリートの育成のため、ジュニア期からの発掘・育成・強
化による一貫指導体制での競技力の向上を進めている。

 学校の内外を問わず、小中高生の年代に対しては、様々な芸術文化分
野で文化体験や創造の促進を図っている。

 学校の働き方改革を踏まえた部活動改革を推進するために、部活動を
指導できる人員の確保が急務となっている。

 教育現場のニーズに応じて、アスリートの発掘・育成段階でのキャリア教
育を充実させるため、官民連携を強化した支援体制を構築する必要が
ある。

 多忙な教育現場とのニーズのすりあわせや、学校における外部の指導
者等の受け入れ体制の構築に時間を要する。

 企業が学校におけるスポーツ・芸術文化活動のサポートに参加しやすい
仕組みづくりが必要

TOYAMA型地域連携部活動検討委員会

R3.11



重点政策Ⅵ ＳＤＧｓの推進！県民ひとりひとりが輝ける多様性のある富山へ！

具体策：１ 一流のスポーツや文化、芸術を育む環境づくり

◎ ロードマップ

取組内容

 国や地元市、産地組合、関係団体との連携強化を図りながら、各種事業を組み合わせ、人材育成から

輸出促進まで一気通貫で効果的に支援するため、「KOGEIミライ会議」及び小会議「企画部会」を設置。

「伝統工芸文化継承・産業振興ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ」を検討し具体策を実行する。

② 伝統工芸品に関わる人材育成から輸出の振興に至る一気通貫型の「伝統工芸文化継承・産業振興プログ

ラム」の実施

 景気の動向や生活様式の変化、安価な輸入品の増加等により、ピーク時
に比べ販売額や事業所・従事者数が３割程度に大きく減少
→技術継承・人材育成及び新商品開発や新たな販路の開拓等が課題

〔販売額〕H2：433億円→R1：117億円（約27％）

〔事業所〕Ｓ62：868→R1：411（約47％）〔従事者〕 S63：4,971人→R1：1,524人（約31％）

 このため、県では、技術継承・人材育成や新商品開発、販路開拓への支
援のほか、国内外において展示会を開催するなど受注獲得や魅力発信に
取り組んできた。こうした中、国内外において、時代や消費者ニーズﾞに対応
した需要を掴み成長、発展している事業者も誕生

課 題

施策番号 Ⅵ－１－② 【地域産業支援課】

現 状

2020（R２） 2021（R３） 2022（R４） 2023（R５） 2024（R６） 取組主体

伝統工芸
文化継承・
産業振興
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

【現状】
◇個別施策の実施

技術継承
新商品発
販路開拓 等

■施策・課題の整理
第1回会議（6/11）
県内事例視察会（7/16）
企画部会（8 /18）
第2回会議（11/5）
第3回会議（2～3月）

産地組合
事業者
関係団体
県、地元市
国、外部機関

 新商品開発や新分野への参入、海外を含めた事業展開や魅力発
信の充実等による新たな需要の獲得

 伝統技術の継承、デザインやマーケティング等の体系的な修得など
の人材育成、職人の技術向上と活躍チャンスの提供、人材確保

 産地ごとの課題やニーズに沿った施策の展開や、国や地元市、
外部機関等との連携強化による支援体制の構築

○ Ｒ３年度に若手職人の意見も反映した新たな支援プログラムを検討し、体制を整備
○ 伝統産業を牽引する事業者を更に伸ばすとともに、それに続く意欲的な事業者を重点的に支援する

ことで、産業を全体として活性化させ、後継者の育成・雇用の創出を目指す。
【「伝統工芸文化継承・産業振興プログラム」推進事業 300万円】
【とやま伝統工芸REAL＆EC展示販売事業in China 2,100万円】
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◎ R３年度の取組

P59

■プログラムとしての実施（段階に応じた一気通貫型の支援）
①技術継承・人材育成（技術向上）、確保（活躍チャンスの提供）
②新商品開発（新分野参入、異業種連携等）
③販路開拓・魅力発信（見本市出展、 海外展開・輸出促進）

◎ 現状と課題（R3.2月現在）

R3.11



重点政策Ⅵ ＳＤＧｓのの推進！県民ひとりひとりが輝ける多様性のある富山へ！

具体策：２ 官民連携による障がい者雇用の推進と特別支援学校のさらなる就職率アップ

◎ ロードマップ

取組内容

 「特例子会社等設立支援事業」により、特例子会社等の設立プラン策定に要する経費や、会社設立の手続き等

に要する経費などについて補助

 富山労働局等関係機関と連携し、県内企業に対して障がい者就業支援施策（※）の周知・活用促進に取り組み、

障害者雇用の推進について普及・啓発を図る。 ※  障害者の一般就労トータルサポート事業、障害者雇用実務講座 等

① 障がい者の安定的な雇用の確保を目的とする、富山版「特例子会社・特定組合等設立支援補助制度」の

創設

 Ｒ３.２月現在、県内企業で特例子会社を設立されているのは、６社となっ

ている。

 Ｒ２.６月の県内民間企業の雇用障害者数(4,409人)、 障害者雇用率

(2.13%)はともに過去最高を記録。一方で、障害者雇用率は全国39位

課 題

2021（R３） 2022（R４） 2023（R５） 2024（R６） 取組主体

補助制度の運用

就業支援施策の
周知・活用促進 障がい者就業支援施策の周知・活用促進

補助制度の運用 県

現 状

施策番号 Ⅵ－２－① 【労働政策課】

県
関係機関

 Ｒ２.６月の県内民間企業の障害者雇用率は、全国39位と低い
水準に留まっているため、障害者雇用率の上昇（※）を図る必要
がある。
※ 全国平均以上を目指す

60

○ 富山版「特例子会社・特定組合等設立支援補助制度」としてR３年度当初予算で「特例子会社等設立

支援事業」を実施

【特例子会社等設立支援事業 650万円】

◎ R３年度の取組

P60

◎ 現状と課題（R3.2月現在）
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重点政策Ⅵ ＳＤＧｓの推進！県民ひとりひとりが輝ける多様性のある富山へ！

具体策：２ 官民連携による障がい者雇用の推進と特別支援学校のさらなる就職率アップ

◎ ロードマップ

取組内容

 「富山県特別支援教育将来構想検討会」を設置し、特別支援教育の将来構想を検討、方針を決定

 将来構想に基づいて施策計画を作成し、関連事業等の取組を実行

② 富山版「特別支援教育将来構想会議（仮称）」を設置し、県内外の有識者・実務家、特別支援学校に

通う子弟・保護者等により、令和時代の特別支援学校の教育・就労支援のあり方を検討

 特別支援学校・特別支援学級・通級指導教室の在籍児童生徒数が増加

 特別支援教育推進協議会(H27年度)における「特別支援教育推進に関する方

策」に基づき、とやまの特別支援教育強化充実事業及び特別支援学校就労応

援事業を実施し、学校を支える専門的人材の配置・活用や就労支援の充実に

取り組んでいる。

課 題

 適切な就学先決定のための就学相談体制の充実

 専門的人材活用による学校の支援体制の充実

 企業等との連携・協力による就労支援の充実

 全ての教員の特別支援教育に関する専門性の向上

 医療・保健・福祉・労働や家庭・地域との連携強化

2020（R2） 2021（R3） 2022（R4） 2023（R5） 取組主体

特別支援教育将来
構想の検討

施策への反映、関連
事業等の実施

県教育委員会

現 状

施策番号 Ⅵ－２－② 【県立学校課】

会議概要決定
委員選定

県教育委員会

検討会開催
将来構想策定

施策（実施計画）作成、
事業等計画、予算要求

関連事業等の取組を実行
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 〇 「富山県特別支援教育将来構想検討会」の開催（第１回８月開催済み、第２回１１月開催済み）、将来

構想の策定

〇 将来構想に基づく施策（実施計画）の作成

【新しい時代の富山の特別支援教育将来構想策定事業 120万円】

◎ R３年度の取組
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◎ 現状と課題（R3.2月現在）
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◎ 現状と課題（R3.2月現在）

重点政策Ⅵ ＳＤＧｓの推進！県民ひとりひとりが輝ける多様性のある富山へ！

具体策： ３ 女性・民間人材の積極的な登用による多様性の推進

◎ ロードマップ

取組内容
 25％を見据えた女性管理職候補者の育成及び登用

 内部登用に加え、職務経験者の採用や県内民間企業との人事交流等により、女性管理職を任用・

配置

① 富山県の女性職員の管理職への登用目標を25％（2025年）にまで引き上げ

 Ｒ２.４時点の登用率は15.2％（67人/442人）

課 題

 女性職員の管理職を今後５年間で44人(※)増やす必要（66％増）

※管理職員数が現在と同じ場合

 これまで以上に女性職員における管理職候補者の育成が必要

 女性職員にとって、より働きやすい環境整備が必要

2021（R３） 2022（R４） 2023（R５） 2024（R６） 取組主体

女性職員の積極
的な登用

女性管理職候補者の育成及び登用 県

（推移） H15：4.8% H20：4.9% H25：7.1% H30：13.6% H31：14.3%

現 状

施策番号 Ⅵ－３－① 【人事課】
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〇 県庁の特定事業主行動計画（R３.３改定）において、管理職の女性割合をＲ７.４月までに25％以上

とする数値目標を設定

〇 女性管理職候補者の育成及び登用

職務経験者採用・人事交流 県

◎ R３年度の取組

P62R3.11



重点政策Ⅵ ＳＤＧｓの推進！県民ひとりひとりが輝ける多様性のある富山へ！

具体策： ３ 女性・民間人材の積極的な登用による多様性の推進

◎ ロードマップ

取組内容
 副知事複数体制の方針決定（人数、時期など）
 副知事の人選

② 副知事３人体制、うち１人は女性副知事とし、女性活躍の推進等を担当

 他の都道府県の状況は次のとおり
４人：１（東京都）
３人：６（北海道、神奈川、愛知、京都、大阪、福岡）
２人：31（石川、福井、新潟、長野、岐阜など）
１人：９（富山、山形、山梨、和歌山、鳥取、島根など）

課 題

 富山県副知事定数条例の改正が必要

 副知事の人選

現 状

施策番号 Ⅵ－３－② 【人事課】

項目 11月～R3.1月 2月 3月 4月 取組主体

方針決定・人選

条例改正

県

県

方針決定・人選

２月定例会にて議決

選任の議会同意

63

〇議会の同意を得たうえで、複数体制（２名）に移行 【R3.4実施済】

〇女性副知事を設置 【R3.4実施済】

◎ R３年度の取組
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◎ 現状と課題（R3.2月現在）
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重点政策Ⅵ ＳＤＧｓの推進！県民ひとりひとりが輝ける多様性のある富山へ！

具体策：３ 女性・民間人材の積極的な登用による多様性の推進

◎ ロードマップ

取組内容

 業務の掘り起こし、活用分野の検討・決定

 採用時の処遇の検討・決定

 任期付職員の募集、採用、配置

③ 富山県の民間人の任期付き任用制度の運用見直し

 専門的知見を有する任期付職員の任用状況

薬事総合研究開発セ所長、同セ創薬研究開発センター長

産業技術研究開発セ所長、くすりコンソ コーディネーター

衛生研究所長、危機管理調整主幹

課 題

 民間人の知見が活用できる業務のさらなる掘り起こし

 任期付職員の増加により、職員数・人件費は増加

2020（R２） 2021（R３） 2022（R４）～ 取組主体

活用分野の検討

処遇の検討

募集、採用、配置

活用分野の検討

処遇の検討

募集、選考、採用、配置

県

県

県

現 状

施策番号 Ⅵ－３－③ 【人事課】
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○ 活用分野や処遇等を検討・決定し公募を実施◎ R３年度の取組

P64

◎ 現状と課題（R3.2月現在）
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重点政策Ⅵ ＳＤＧｓの推進！県民ひとりひとりが輝ける多様性のある富山へ！

具体策：３ 女性・民間人材の積極的な登用による多様性の推進

◎ ロードマップ

取組内容
 職種を拡大した就職氷河期世代対象の採用試験を通じ、就職氷河期世代を採用

 市町村の具体的ニーズを聞いたうえで、必要な支援を適宜検討・実施

④ 就職氷河期世代の県庁採用を強化、県内市町村による採用を支援

 県では、Ｒ２～４年度に、就職氷河期世代を対象とした採用

試験を実施（Ｒ２年度：一般事務、総合土木で若干名を募集）

 市町村では、R２年度は２市１町（富山市（行政・土木・建築）、

砺波市（行政）、朝日町（調理員））で採用試験を実施

課 題

 県では一般事務と総合土木のみの募集であり、これ以外の職種の希

望者に対応できていない。

 就職氷河期世代の採用試験は各市町村の判断で実施

全市町村では実施されていない。

2020（R２） 2021（R３） 2022（R４）～ 取組主体

職種の拡大

採用試験実施

採用

県

県

県

現 状

施策番号 Ⅵ－３－④ 【人事課・市町村支援課】

人事委員会協議

採用試験の
実施

採用、勤務

試験
公告
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○ 県の採用試験で職種を拡大するとともに、市町村の具体的なニーズに対する支援を検討・実施◎ R３年度の取組
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◎ 現状と課題（R3.2月現在）

R3.11



重点政策Ⅵ ＳＤＧｓの推進！県民ひとりひとりが輝ける多様性のある富山へ！

具体策：３ 女性・民間人材の積極的な登用による多様性の推進

◎ ロードマップ  県内の多様なステークホルダーへのSDGsの取組み支援、取組み団体、事業者間の連携強化

 県の各種計画策定、改定時にSDGsの理念を反映（原則：政策目標と17の目的との関連を記載）

⑤ ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の達成に向けた取組みを推進、県の各種行政計画に反映

 「環日本海をリードする『環境・エネルギー先端県とやま』」をテーマにＲ元
年に県が国の「SDGs未来都市」に選定、同計画に基づき施策を展開

 「第2期とやま未来創生戦略」（R２.３策定）にSDGsの目標を設定
 SDGsの普及啓発、取組み団体等の拡大に向け、セミナーの開催、

「SDGs普及啓発補助金」により、市町村、団体の取組みを支援

課 題

 SDGs未来都市計画に沿った施策の着実な実施、県内の企業・団
体等のSDGsの参画拡大に向けた普及啓発、取組み支援が必要

 「富山県SDGs推進連絡協議会」（Ｒ元.７設置）を通じた県内の多様
なステークホルダーとの連携強化等による取組みの推進が必要

 県の各施策へのSDGsの理念の反映、SDGsの17の目標達成に向
けた施策の推進

2020（R２） 2021（R３） 2022（R４） 2023（R５） 2024（R６） 取組主体

連絡協議会

計画策定、改定時にSDGsの理念を反映、施策目標と17の目標との関連を記載（随時）

県、市町村、
連絡協議会

県

施策番号 Ⅵ－３－⑤ 【成長戦略室、商工企画課】

現 状

取組支援の拡充（毎年度の予算で検討）

連絡協議会加盟団体の取組みの連携 県、市町村
連絡協議会
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、目標を設定

取組内容

◎ R３年度の取組

県、市町村、
県民、事業者

SDGs取組み支援

ステークホルダー
の連携強化

脱炭素に向けた
取組みの推進

県計画、施策へ
の反映

66

新とやま温暖化ストップ計画の推進、国の動き等を踏まえた見直し検討・改定

ＳＤＧｓ宣言募集・専用ウェブサイトでの公表

支援補助事業実施、フォーラム等の開催
未来都市計画に沿った施策の実施

〇 ﾌｫｰﾗﾑ開催（7/30）、ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ開催（10/13、20）、SDGs宣言募集（第1次募集：66社、現在第2次募集）によるSDGsの
取組み強化、連絡協議会を通じたｽﾃｰｸﾎﾙﾀﾞｰ間の情報共有・連携強化 【県民総参加のSDGs推進事業770万円】

〇 ゼロカーボン実現に向け、「新とやま温暖化ストップ計画」を着実に推進するとともに、国の動き等を踏まえた見直しを検討
【とやま版グリーンイノベーション推進事業 200万円】

〇 県の各種計画にSDGsの理念の記載、目標を設定

研究会設置、ｾﾐﾅｰ開催 グリーン成長戦略分野への県内企業の参入等を促進

〇 県内企業のｸﾘ゙ー ﾝ成長戦略分野への参入等を促進するため、「自動車・蓄電池関連」、「水素・燃料ｱﾝﾓﾆｱ関連」、「次世代
再生可能ｴﾈﾙｷﾞー 関連」の研究会設置に向け、ｷｯｸｵﾌｾﾐﾅｰを開催（164名参加） 【とやま成長産業創造ﾌ゚ﾛｼ゙ｪｸﾄ事業3,000万円】

◎ 現状と課題（R3.2月現在）

R3.11



重点政策Ⅵ ＳＤＧｓの推進！県民ひとりひとりが輝ける多様性のある富山へ！

具体策：３ 女性・民間人材の積極的な登用による多様性の推進

⑥ 「とやまワカモノ・サミット（仮称）」を毎年開催、県内の10代・20代の若者と知事の意見交換の機会を創出

施策番号 Ⅵ－３－⑥ 【成長戦略室】

◎ 現状と課題

取組内容
 多くの若者からの斬新な意見を聴取できる意見交換会の開催

 提案された意見を次年度の予算に反映させ、事業実施、検証

 若者の意見を県の総合計画等の施策に反映させるため、総
合計画や未来創生戦略への意見反映のための若者アンケー
ト(H28年度)や高校生アンケート(Ｒ２年度)の実施

 高校生とやま県議会や青年議会の開催（教委）

課 題

 若者の斬新な発想やアイディアの意見発表（プレゼン
テーション）など、自由な発想が生まれやすい意見交換
会等の手法の検討

 既存の高校生とやま県議会や青年議会との事業の棲
み分け

2021（R３） 2022（R４） 2023（R５） 2024（R６） 取組主体

「とやまワカモノ・サ
ミット」の開催

若者からの提案の総
合計画等の施策へ
の反映

ｻﾐｯﾄ開催

予算化

県

県

現 状

事業実施
、検証

ｻﾐｯﾄ開催 ｻﾐｯﾄ開催

予算化 事業実施
、検証

予算化 事業実施
、検証
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◎ ロードマップ

 〇 若者からの政策提案（コンテスト形式）と知事との意見交換を行うフォーラムを開催（12/19開催予定）

【とやまワカモノ・サミット開催事業 200万円】

◎ R３年度の取組
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